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秋
田
と
も
縁
の
あ
る
映
画
の
黒
澤
明
監
督
。
時

代
劇
で
名
高
い
が
、
現
代
劇
に
も
名
作
「
生
き
る
」

（
昭
和
二
十
七
年
公
開
）
が
あ
る
。
▽
余
命
幾
ば
く

も
な
い
と
知
っ
た
公
務
員
の
主
人
公
が
、
残
さ
れ

た
月
日
、
心
血
を
注
い
で
住
民
か
ら
熱
望
さ
れ
て

い
た
公
園
を
完
成
さ
せ
る
。
間
も
な
く
亡
く
な
っ

た
彼
の
葬
儀
で
、
そ
の
行
動
を
大
い
に
讃
え
た
同

僚
た
ち
だ
が
、
翌
朝
に
は
元
の
「
お
役
所
気
質
」

に
…
。
し
か
し
彼
の
残
し
た
公
園
で
は
子
供
た
ち

が
目
を
輝
か
せ
て
遊
ん
で
い
る
。「
い
の
ち
短
し　

恋
せ
よ
乙
女
～
」
と
主
人
公
が
ブ
ラ
ン
コ
で
口
ず

さ
む
シ
ー
ン
が
有
名
だ
。
▽
震
災
直
後
、
何
気
な

い
日
常
の
大
切
さ
や
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の

喜
び
を
改
め
て
実
感
し
た
方
も
多
い
は
ず
。
し
か

し
年
月
が
過
ぎ
て
、
世
の
中
全
体
が
、
喉
元
過
ぎ

れ
ば
～
と
な
っ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
▽
自
分

が
今
を
「
生
き
る
」
こ
と
の
有
難
さ
や
そ
の
意
味

を
考
え
、
よ
り
良
い
生
き
方
を
模
索
し
実
践
す
る
。

忙
し
い
日
々
の
中
で
、
た
ま
に
は
人
生
の
永
遠
の

命
題
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
必
死
に
も
が
く
こ
と

も
悪
く
な
い
。

　

入
稿
後
、
関
東
・
東
北
地
方
を
豪
雨
が
襲

い
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
切
に
お
祈
り
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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氏
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開
山
祭
に
参
加
し
て

宮
城
県
名
取
市
　
相
　
原
　
二
三
夫

男鹿半島の夕日

　

私
が
開
山

祭
に
参
加
す

る
様
に
な
っ

た
の
は
、
今

か
ら
六
年
前

で
、
定
年
退
職
を
迎
え
、
今
迄
の
御

慈
悲
と
御
加
護
を
頂
い
た
御
礼
を
し

た
い
と
思
い
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

そ
の
年
は
、
神
職
・
サ
ポ
ー
ト
・

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
神
人
様
と
一
緒

に
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
御
神
体
を

奥
岳
に
鎮
座
す
る
使
命
を
持
っ
て
夢

中
で
登
拝
し
ま
し
た
。
翌
年
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
た
、
前
日
私
は
被

害
が
甚
大
な
三
陸
町
、
女
川
町
に
て
、

仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
三

吉
大
神
様
の
多
大
な
御
加
護
を
頂
き
、

難
を
逃
れ
た
事
を
痛
切
に
感
じ
ま
し

た
。
奥
岳
に
て
、
震
災
の
代
表
者
と

し
て
玉
串
を
奉
納
し
た
時
は
、
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
登
拝
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
つ

も
野
田
コ
ー
ス
は
険
し
く
、
厳
し
い

登
拝
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。
去
年
は
、

女
人
堂
を
少
し
過
ぎ
た
所
か
ら
剣
岳

神
社
迄
の
行
程
を
御
神
体
と
共
に
登

拝
し
ま
し
た
。
剣
岳
は
急
登
で
足
場

も
不
安
定
の
為
、
気
を
引
き
し
め
て

一
歩
一
歩
確
実
に
登
り
、
頂
上
に
達

す
る
と
急
坂
を
乗
り
越
え
た
時
、
宮

司
様
よ
り「
急
に
足
取
り
が
早
く
な
っ

た
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
て
心
よ
り
喜

び
が
湧
い
て
来
ま
し
た
。
開
山
祭
の

楽
し
み
は
、
御
祈
祷
の
後
に
戴
く
御

神
酒
は
美
味
い
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。

又
直
会
で
、
神
職
・
サ
ポ
ー
ト
様
、

各
神
人
様
が
持
参
し
た
郷
土
の
珍
味

を
戴
き
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
唄
、
踊

り
を
披
露
し
て
、
皆
様
と
親
交
を
深

め
談
笑
す
る
事
で
す
。
直
会
の
時
、

宮
司
様
か
ら
「
親
子
三
代
で
登
拝
す

る
日
が
来
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
私
達
に
待
望
の
初
孫
が
授
か
り
、

弟
子
還
り
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
弟
子
還
り
は
急
斜
面
の
直
登
で

岩
場
に
は
、
先
人
達
が
設
置
さ
れ
た

鎖
を
掴
ん
で
、
急
が
ず
、
確
実
に
夢

中
で
登
り
、
弟
子
還
神
社
で
神
職
に

手
渡
し
た
時
、
緊
張
感
か
ら
解
放
さ

れ
た
安
堵
感
と
共
に
、
宮
司
様
よ
り

「
後
十
年
は
登
れ
る
よ
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
来
年
も
開
山
祭

に
参
加
す
る
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　

奥
岳
か
ら
眺
め
る
展
望
は
素
晴
ら

し
い
一
言
で
す
。
日
本
海
に
沈
む
夕

日
、
奥
羽
山
脈
か
ら
昇
る
御
来
光
を

見
る
事
が
出
来
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
、
家
庭
菜
園
で
取
れ
た
夏
野

菜
を
奉
納
さ
せ
て
頂
き
、
無
事
に
里

宮
に
着
い
時
は
、
清
々
し
い
気
持
ち

で
一
杯
に
な
り
ま
す
。
孫
が
成
長
し

た
時
「
親
子
三
代
で
太
平
山
に
登
拝

し
て
太
平
山
の
素
晴
ら
し
さ
」と
日
々

の
生
活
を
支
え
て
下
さ
る
、
三
吉
大

神
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
子
供
・

孫
達
に
伝
え
て
行
く
の
が
私
の
思
い

で
す
。

　

最
後
に
、
い
つ
も
宮
司
様
・
神
職

の
皆
様
・
サ
ポ
ー
ト
様
・
各
神
人
様

に
大
変
御
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
感

謝
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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太平山三吉神社賞
加藤皓太郎 太平中学校 2 年
大谷　紘希 東小学校 4 年
工藤　碧生 広面小学校 2 年

秋田魁新報社賞
鎌田杏里紗 太平中学校 3 年
長谷川琉聖 城東中学校 1 年
加藤　　颯 広面小学校 5 年
藤原　朱羅 広面小学校 4 年

東日本電信電話㈱秋田支店賞
利部　李玖 太平中学校 2 年
松橋　理子 高清水小学校 4 年
美作　匠人 秋大学附属小学校 4 年
奥山　玲也 秋田附属小学校 1 年

秋田中央郵便局賞
菅原　優希 太平中学校 3 年
佐々木紫乃 太平中学校 1 年
齋藤　芽吹 広面小学校 4 年
森川　心葉 泉保育所

秋田銀行広面支店賞
浅野　哲礼 太平中学校 2 年
伊藤　優生 広面小学校 4 年
桑島　壮平 広面小学校 1 年
加茂谷康介 こばと保育園

北都銀行広面支店賞
横山　寧々 太平中学校 2 年
髙橋　奏子 太平中学校 2 年
加藤　隼英 広面小学校 3 年
加茂谷俊介 こばと保育園

秋田信用金庫広面支店賞
奥山　拓也 大人
進藤　裕輝 太平中学校 1 年
武藤　悠生 広面小学校 4 年
加茂谷瑞希 下北手小学校 3 年

秋田県信用組合東支店賞
鈴木　純子 大人
佐藤　彩水 太平中学校 1 年
高田　　将 広面小学校 2 年
大山　瑛愛 ひまわり保育園

マルシン賞
伊藤　麗和 大人
若狭　来夢 太平中学校 3 年
安部　瑠有 広面小学校 4 年
伊藤こころ 東小学校 2 年

イチノセキ賞
熊谷　浩一 大人
小嶋　未侑 太平中学校 1 年
佐藤　　凱 広面小学校 5 年
熊谷　栄人 広面小学校 2 年

花のヤマト賞
奥山　裕美 大人
安部　理央 広面小学校 2 年
齋藤　由芽 秋大付属小学校 1 年
畠山　夏菜 広面小学校 1 年

ぺんてる賞
阿部　文哉 太平中学校 3 年
大山　瑠菜 桜小学校 5 年
森川　瑛叶 保戸野小学校 3 年
鈴木　朝陽 聖霊幼稚園年中

㈲木曽塗装賞
小野　　陸 太平中学校 3 年
永井　崇希 太平中学校 2 年
伊藤　悠雅 東小学校 5 年
斉藤　正好 広面小学校 1 年

広面小学校 2 年　工藤碧生

表彰式　８月 22 日

東小学校 4 年　大谷紘希

〔太平山三吉神社賞〕

第30回太平山写生会
　7月4日晴天に恵まれる中、第30回目となる太平山
写生会（主催：太平山写生会実行委員会）が行われ、
多くの児童・生徒の皆さまにご参加を頂きました。
多数の応募の皆さまの中から以下の方々が入賞され、
８月２２日表彰式が行われました。

入賞者一覧（順不同）
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今
年
の
梅

雨
、
秋
田
は

前
半
空
梅
雨

で
後
半
一
部

地
域
で
は
豪

雨
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
皆
様
お
住
い
の
地
域
は
い
か
が

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
一
昨

年
あ
た
り
か
ら
キ
ノ
コ
採
り
に
は
ま

り
、
今
年
の
春
は
数
十
年
ぶ
り
に
父

に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
事
の
あ
る
場

所
に
ゼ
ン
マ
イ
採
り
に
行
っ
て
み
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
今
回
は
、
父
と
私
と
息

子
と
の
男
三
代
の
二
回
に
亘
る
太
平

山
登
山
を
主
に
し
て
書
い
て
み
ま
す
。

一
回
目
は
、
息
子
が
小
学
一
年
の
春

に
「
祖
父
さ
ん
と
三
人
で
太
平
山
に

行
っ
て
み
た
い
」
と
言
い
出
し
た
の

が
始
ま
り
で
し
た
。
弟
子
還
り
を
通

る
矢
源
沢
コ
ー
ス
を
父
の
ペ
ー
ス
に

合
わ
せ
ゆ
っ
く
り
と
登
り
始
め
宝
蔵

岳
の
分
岐
手
前
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

の
た
め
昼
食
を
取
り
、
弟
子
還
り
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
弟
子
還
り
で
は

父
の
勧
め
に
よ
り
息
子
を
ザ
イ
ル
で

結
び
付
け
、
私
が
上
部
で
確
保
し
な

が
ら
登
り
き
っ
た
あ
と
は
徐
々
に
父

が
遅
れ
だ
し
、
六
時
間
か
け
て
山
頂

に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
息
子

の
達
成
感
と
父
の
嬉
し
そ
う
な
顔
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
二
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
の

後
、
昨
年
の
七
月
下
旬
に
同
じ
矢
源

沢
コ
ー
ス
か
ら
登
り
だ
し
た
の
で
す

が
、
三
十
分
く
ら
い
で
予
想
外
の
雨

と
な
り
、仕
方
な
く
雨
具
を
着
て
ゆ
っ

く
り
と
進
み
ま
し
た
。
軽
井
沢
コ
ー

ス
の
分
岐
点
ま
で
来
た
時
に
は
雨
も

止
み
、
弟
子
還
も
滑
る
こ
と
な
く
登

り
き
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か

し
、
弟
子
還
嶽
か
ら
山
頂
へ
の
下
り

に
な
っ
た
時
に
意
外
に
も
父
か
ら「
こ

こ
な
ん
と
し
て
下
り
た
ら
い
い
？
」

と
聞
か
れ
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
私

は
「
数
々
の
山
を
登
り
私
に
山
を
教

え
て
く
れ
た
父
も
体
の
限
界
か
な
？
」

と
寂
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
気
持
ち
を
悟
っ
た
の
か
、
最
後

の
登
り
を
息
子
は
先
頭
を
歩
こ
う
と

せ
ず
、
父
に
先
を
歩
か
せ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
山
頂
の
鳥
居
が
見
え

る
か
見
え
な
い
か
の
と
こ
ろ
で
、
父

が
「
孫
に
先
に
頂
上
に
着
い
て
も
ら

い
た
い
」
と
の
こ
と
で
、
息
子
・

父
・
私
の
順
で
山
頂
に
到
着
し
ま
し

た
。
お
参
り
を
し
て
参
籠
所
に
入
り
、

父
は
ザ
ッ
ク
か
ら
畑
で
採
れ
た
数
々

の
野
菜
を
取
り
出
し
「
御
神
前
へ
御

供
え
し
て
く
れ
」
と
の
こ
と
で
し
た

が
、「
こ
れ
で
は
重
く
て
歩
け
な
い
は

ず
だ
」
と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
た
く

さ
ん
持
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
翌
日

の
父
の
顔
は
そ
の
日
の
空
と
同
じ
く

晴
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
鳥
海
山
へ
三
人
で
行
く
予

定
で
し
た
が
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

り
息
子
と
二
人
で
の
山
行
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
は
ま
た
三
人
で
太
平
山

に
登
れ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

言
挙
げ
�

親
子
登
山

職
　
員
　
今
　
野
　
俊
　
彦
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歩こう会 のご案内第24回

聖体奉仕会カトリック修道院

太平山三吉神社

（総計約16.9ｋm）

（時間は目安）

添川神明社

太平山三吉神社 補陀寺

白馬寺

7：30 9：005.8㎞ 3.0㎞

10：5510：05 2.4㎞ 4.2㎞

12：3012：00 1.5㎞

〜
神
武
館
だ
よ
り
〜
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
を
終
え
て

　

今
年
の
神
武
館

三
吉
道
場
チ
ー
ム

は
、
五
年
生
六
人

で
の
出
場
で
し

た
。
秋
田
で
の
予

選
会
を
前
に
、
五

年
生
チ
ー
ム
が

行
っ
て
も
結
果
も

出
せ
な
い
し
、
出

場
は
諦
め
よ
う
か

と
、
父
母
会
で
相

談
し
て
も
い
ま
し

た
。
親
の
心
配
を
よ
そ
に
、
子
供
達

の
全
国
大
会
出
場
の
意
欲
と
頑
張
り

で
、
予
選
を
通
過
、
出
場
権
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
菅
野
先
生
か
ら
は
、

今
年
出
場
す
る
事
で
、
来
年
に
繋
が

る
！
勉
強
だ
と
思
っ
て
、
戦
っ
て
こ

よ
う
！
と
励
ま
し
て
い
た
だ
き
、
稽

古
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

第
50
回
大
会
と
い
う
節
目
の
年
に

参
加
出
来
た
事
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
一
回
戦
敗
退
で
し
た
が
、

意
味
の
あ
る
負
け
で
し
た
。
武
道
館

と
い
う
大
舞
台
で
、今
ま
で
に
味
わ
っ

た
事
の
な
い
緊
張
を
体
感
し
試
合
を

し
た
事
は
、
大
き
な
財
産
で
す
。
来

年
又
こ
の
武
道
館
に
立
ち
勝
つ
！
と

い
う
目
標
が
一
人
一
人
の
心
に
刻
み

込
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
、
本
当
に
感
謝
致

若  

月  　

壽  

様

○
東
側
参
道
狛
犬
一
対

　市内の社寺等をまわり、健康増進を図る歩こう会を下記の通り開催いたします。
是非、お仲間お誘い合わせの上ご参加下さい。
　日　　時　平成27年10月25日（日）　午前7時30分 出発
 午後12時30分　ゴール予定
　申込締切　10月15日
　参　加　費　1,000円（保険、記念写真代を含む）
　※詳細は係・原田までお問合せ下さい。

奉
納
者
ご
芳
名

し
ま
す
。

　

神
武
館
道
場
保
護
者
会阿

部　

佐
美
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今
夏
の
太
平
山
報
告

大
き
な
事
故
な
く
推
移

　

六
月
六
日
の
荷
物
空
輸
と
共
に
開
設
と

な
っ
た
本
年
の
太
平
山
頂
上
奥
宮
・
参
籠

所
は
、
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
登
拝
者
を

迎
え
、
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
今
の
と

こ
ろ
大
き
な
事
故
も
な
く
推
移
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
夏
は
、
猛
暑
（
雨
不
足
）
や
時
折
の

集
中
豪
雨
な
ど
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
登

山
道
等
に
も
支
障
も
な
く
、
祈
祷
者
を
は

じ
め
遠
方
か
ら
の
登
山
愛
好
者
や
、
近
年

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
山
ガ
ー
ル
に
象
徴

さ
れ
る
若
い
方
々
の
姿
も
目
立
ち
ま
す
。

　

開
山
祭
を
始
め
と
す
る
諸
祭
事
や
太
平

山
登
ろ
う
会
（
二
回
実
施
）
・
第
五
回
山

ガ
ー
ル
登
山
・
第
三
回
子
ど
も
登
山
等
の

神
社
主
催
の
登
山
会
を
始
め
、
各
団
体
様

が
主
催
さ
れ
る
登
山
会
も
多
く
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ブ
ナ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
の

紅
葉
を
は
じ
め
、
空
気
も
澄
ん
で
登
山
に

最
適
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
事
故
や
ケ
ガ

な
く
、
安
全
で
楽
し
い
太
平
山
登
山
を
是

非
満
喫
下
さ
い
。

※
今
年
の
山
頂
は
十
月
四
日
（
日
）

よ
り
無
人
（
一
部
開
放
）
と
な
り
、

十
一
月
初
旬
か
ら
明
年
五
月
ま
で
は

完
全
に
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

神社主催登ろう会①　7／ 25・26

奥羽住宅一行　6 ／13

神社主催子供登山　8 ／1・2

JR 秋田駅一行　7／ 3

神社主催登ろう会②　9 ／ 5・6

髙穂神社一行　6 ／13・14

開山祭　7／17

秋田 RC 一行　7／4・5

神社主催山ガール登山会　7／18・19

JR 秋田運輸区一行　6 ／ 24

太平山登山チャレンジ　7／ 20

若竹講社一行　8 ／ 3・4
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竿
灯
と
梵
天
が
空
に
舞
い
ま
し

た
。

　

半
年
間
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め

る
神
事
に
多
く
の
ご
参
列
を
頂
き

ま
し
た
。

　

各
地
講
中
に
ご
参
列
頂
き
ま
し

た
。

　

ご
神
体
を
奥
宮
に
遷
御
申
し
上

げ
ま
し
た
。

みよしスケッチ
夏
越
の
大
祓
（
六
月
三
十
日
）

開
山
祭
（
七
月
十
七
日
）

山
ガ
ー
ル
登
山
会（
七
月
十
八・十
九
日
）

三
吉
神
道
葬
祭
会（
六
月
十
一
日
）

八
日
町
竿
灯
会
（
八
月
四
日
）

講
社
祭
（
八
月
八
日
）
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左
記
の
通
り
、
平
成
二
十
七
年
度
秋
季
例
大
祭
を
斎
行

い
た
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
お
仲
間
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
多

数
の
方
に
ご
参
列
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
十
月
十
六
日
（
金
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
十
月
十
七
日
（
土
）
午
前
十
一
時

（
各
日
と
も
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

◎
ご
参
列
の
方
は
、
十

月
七
日
ま
で
に
係 

（
和
田
）
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

《
巫
女
舞
》

（
十
六
日
）　

秋
田
舞

（
十
七
日
）　

浦
安
の
舞

秋
季

の
ご
案
内

例
大
祭

　年末年始に巫女の奉仕頂ける方を募集いたします。
　（10月１日受付開始）
　当社の顔として参詣者と接する巫女奉仕はとても重要な 
お務めであり、貴重な体験になるものと思います。
　ご希望の方は、気軽にお問合わせ下さい。（係　和田）
　○奉　仕　対　象：高校生・大学生（女性）
　○奉　仕　日：年末年始ご都合の良い日
※事前に提出頂く書類及び面接（11月）がございます。
※希望者多数の場合は、御奉仕頂けない場合がございます。

巫女奉仕者募集年末年始

（３才・５才）の男児及び（３才・７才）の女児の七五三参り
を下記の期間とり行います。ご家族お揃いでお祝い下さい。
　○期　日　９月〜 12月中
　○時　間　朝 8：30 〜夕方 5：00（ご予約不要）
（期間・時間外にご希望の方は予めご連絡下さい）

七 五 三祝


